
平成31年３月発刊　第22号

市青少年大会参加

市民講座講師お礼

平成30年度　収支決算報告

会議費 5,477 運営委員会・総会お茶代

収入額
支出額
差引額

575,808

三ない運動啓発ちらしインク代

おやこ体験教室
少年ポスター・社会を明るくする標語展

社明標語看板製作、育成だより発刊

好子連（球技、大なわとび大会）、行嘱、文化講演会

好間ふるさと振興協議会年会費

コピー用紙代、郵券代

281,809

592
10,613

旅　費
予備費

啓発活動

575,808円

ポスター・標語展

差引額は平成31年度に繰越

83,510
38,000

事務費

事業費
環境浄化運動

共催助成金

年会費
110,000
18,000
23,487

（単位：円）

535,639
4,320

会　費 337,000 3,370世帯分

支出の部

222,736 市青少年育成市民会議、公民館補助金

大 場 珀

6年

合　計

711,121円

135,313円

氏　　名 標　　　　　　　　　　　　語

優秀賞（２点）

繰越金 125,385

吉 田 來 夢５年

金 成 葉 月

四小

金賞（５点）

収入の部

最優秀賞（１点）

二小 中 村 ち ひ ろ

６年

一小 三 瓶 カ ン ナ

二小 近 藤 嵩 悟
二小 猪 狩 愛 和

二小

磯 目 智

二小 二 瓶 蘭
佐 藤 吏 都

4年

3年 四小 野 舘 唯 花

　そのゴミ　正しく　分別してる？二小

鈴 木 奈 々 芭
鈴 木 初 音

5年

二小 齊 藤 翼

二小

伊 藤 百 花

一小

5年 一小 岡 本 真 晴

一小
四小

四小 渡 邊 向 日 葵

四小

一小

3年

4年
一小 磯 貝 悠 陽
二小

一小

一小 俣 田 蓮 大
二小

6年

菊 田 美 月
一小

澤 田 茉 依

鯨 岡 季 樹
宇 佐 見 歩 都

二小 髙 木 菜 智

渡 辺 み な み
二小 小 野 航 佑

一小 渡 邉 紗 蘭

沖 間 颯 士

優秀賞（６点）
銀賞（１８点）

1年 一小 小 林 由 芽

1年
4年

学　　区

二小

学　　区

二小 志 賀 和 奏

学　　年

学　　区 氏　　名
金賞（１２点）

6年

氏　　名
学　　年

一小

四小

氏　　名

2年

5年

一小

加 瀬 蓮

一小

市 川 颯 佑

二小 濱 松 瑛 大

春 日 才 瑛 　どうしたの？　一人でなやまず　話してね

岡 本 真 晴

　ポイ捨ては　環境汚染の　第一歩

「おはよう」の　その一言で　ほら笑顔

橋 本 光
一小 大 場 珀

近 江 陽 菜 　残そうよ　未来へ続く　緑の木
学　　年 学　　区

2年 一小 鈴 木 心 乃 芭

新 妻 薫 実四小 田 仲 楓 子

学　　区 氏　　名 標　　　　　　　　　　　　語

学　　年

1年

2年

3年

６年

学　　年

一小

氏　　名 標　　　　　　　　　　　　語

６年
６年 二小

一小
齋 藤 皓 介 　歩いて　減らそう　排気ガス

坂 本 敬 太 　そのごみも　資源になるかも　リサイクル

５年 二小

５年 一小
５年 二小

学　　年 学　　区

　万引きで　君の人生　台無しだ木 立 遼 聖

雑収入
合　計

26,000
711,121

おやこ体験教室参加費 青少年参加事業

補助金

前年度繰越金

で
人
間
を
い
や
し
て
く
れ
て
い
る
。
 

 
人
が
成
長
す
る
上
で
最
も
重
要
な

も
の
は
、
人
間
関
係
で
あ
る
。
人
間

は
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
必
ず
周
り
に

人
間
の
存
在
が
あ
る
。
子
ど
も
の
こ

ろ
は
両
親
を
含
め
た
家
族
。
学
齢
期

に
な
る
と
幼
稚
園
や
学
校
の
友
達
。

そ
し
て
そ
の
先
も
ど
ん
ど
ん
範
囲
が

広
が
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
名
を
覚

え
、
性
格
や
生
き
方
に
触
れ
、
大
人

に
向
か
っ
て
成
長
し
て
い
く
。
こ
こ

に
対
人
関
係
の
重
要
さ
が
関
わ
っ
て

く
る
。
周
り
の
人
々
か
ら
の
影
響
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
最
大
な
も
の
で
あ

る
。
最
初
に
接
す
る
で
あ
ろ
う
両
親

の
自
分
に
対
す
る
接
し
方
は
、
深
く

心
の
奥
に
残
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
人

間
に
た
い
す
る
や
さ
し
さ
、
思
い
や

り
、
い
た
わ
り
な
ど
、
教
え
ら
れ
な

く
と
も
親
の
姿
勢
か
ら
子
ど
も
は
覚

え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

友
達
や
学
校
で
の
様
々
な
経
験
が
人

間
を
大
き
く
育
て
る
。
そ
の
基
本
と

な
る
も
の
が
家
庭
教
育
で
あ
る
。
温

か
な
家
庭
の
中
で
、
か
け
が
い
の
な

い
存
在
と
し
て
、
か
わ
い
が
ら
れ
、

ほ
め
ら
れ
、
し
か
ら
れ
、
い
ま
し
め

ら
れ
る
な
ど
の
家
庭
で
の
教
え
（
し

つ
け
）
に
よ
り
、
一
人
の
人
間
と
し

て
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
思
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
の
回

り
の
環
境
が
、
人
々
の
成
長
に
大
き

く
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
重
視
し
て

い
き
た
い
。
 
 

 

１面 身の回りの環境を大切に  ２面 愛の一声運動・おやこ体験教室 

３面 親善球技大会・大なわとび大会 ４面 少年ポスター展・標語展、収支決算報告 

編集発行 
いわき市青少年育成市民会議 
好 間 地 区 推 進 協 議 会 
 
事務局 
いわき市立好間公民館 

いわき市青少年育成市民会議 

好間地区推進協議会だより 

平
成
三
十
年
六
月
四
～
七
日
 

 
第
一
回
愛
の
一
声
運
動
（
三
十
一
名
出
席
）
 

 平
成
三
十
年
六
月
二
十
四
日
 

 
好
間
町
子
ど
も
会
親
善
球
技
大
会
（
共
催
）
 

 平
成
三
十
年
十
月
九
～
十
二
日
 

 
第
二
回
愛
の
一
声
運
動
（
二
十
六
名
出
席
）
 

 平
成
三
十
年
十
一
月
五
～
九
日
 

 
第
三
回
愛
の
一
声
運
動
（
三
十
名
出
席
）
 

 平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
五
日
 

 
お
や
こ
体
験
教
室
 

 
 
「
「
ピ
ザ
」
「
か
ま
ど
炊
き
立
て
お
に
ぎ
り
」
 

 
 
 
 
づ
く
り
に
挑
戦
‼
」
 

 
 
 
 
 
 
 
（
十
七
家
族
五
十
七
名
参
加
）
 

 平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日
 

 
第
二
十
二
回
好
子
連
大
な
わ
と
び
大
会
（
共
催
）
 

 平
成
三
十
一
年
一
月
下
旬
よ
り
 

 
第
四
十
八
回
好
間
町
少
年
ポ
ス
タ
ー
展
・
 

 
第
三
十
六
回
社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
展
 

 
入
賞
作
品
掲
示
 

 
（
各
小
中
学
校
・
好
間
公
民
館
で
巡
回
展
示
）
 

 
※
入
賞
作
品
は
好
間
公
民
館
に
三
月
上
旬
 

 
 
ま
で
掲
示
 

 平
成
三
十
一
年
三
月
～
 

 
第
三
十
六
回
社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
展
 

 
入
賞
作
品
の
看
板
製
作
・
各
小
中
学
校
に
設
置
 

 平
成
三
十
一
年
三
月
三
日
 

 
ま
ち
づ
く
り
文
化
講
演
会
 

 
三
な
い
運
動
啓
発
活
動
 

好間町少年ポスター展・社会を明るくする標語展 

 第48回好間町少年ポスター展及び第36回社会を明るくする標語展を、好間町子ども会育成会連絡協議会との共催で実施しました。 
 各小学校の御協力により、ポスター展には５３４点、標語展には１８０点の出品がありました。 
 標語については片寄秀雄先生と武田喜美男先生に、ポスターについては草野周子先生に、それぞれ審査いただきました。 
 入賞作品は、各小学校を巡回して掲示された後、好間公民館に掲示され、各学校で表彰式を行いました。なお、標語については、好間
一・二・四小、好間中学校、好間公民館の標語掲示板に、入賞作品が掲示されておりますのでご覧ください。 

好
間
地
区
推
進
協
議
会
 

 
 
 
 
会
長
 
片
寄
 
秀
雄
 

第３６回 社会を明るくする標語展入賞者・作品 

第４８回 好間町少年ポスター展入賞者 

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告 

 
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
庭
や
近
く
の
 

山
々
が
目
に
映
る
。
春
の
芽
吹
き
の

黄
緑
。
夏
の
ぎ
ら
ぎ
ら
し
た
陽
に
照

ら
し
出
さ
れ
る
濃
い
緑
の
葉
。
秋
は

思
い
思
い
の
彩
色
を
競
い
合
う
草
木

の
葉
。
冬
は
枯
れ
す
す
き
に
代
表
さ

れ
る
黄
色
。
こ
の
よ
う
に
草
や
木
は
、

人
間
の
目
に
い
ろ
い
ろ
な
移
り
変
わ

り
を
伝
え
て
く
れ
る
。
春
の
道
端
の

す
み
れ
の
可
憐
な
い
じ
ら
し
さ
や
秋

の
紅
葉
の
様
々
な
色
彩
が
人
々
の
心

を
和
ま
せ
、
自
然
の
や
さ
し
さ
を
伝

え
て
く
れ
る
。
 

 
音
の
変
化
や
動
き
の
少
な
い
植
物

が
人
々
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

の
と
対
照
的
に
犬
や
猫
は
、
そ
の
か

わ
い
ら
し
い
声
や
動
作
で
人
々
を
引

き
つ
け
る
。
人
間
に
対
す
る
甘
え
方

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
犬
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
外
交
的
あ
る
い
は

開
放
的
な
動
作
が
人
間
の
共
感
を
呼

ぶ
も
の
と
思
う
。
そ
れ
に
対
し
て
猫

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
独
立
的
で
、

群
れ
て
行
動
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
。
ど
ち
ら
も
一
万
年
以

上
も
前
か
ら
人
間
と
一
緒
に
生
活
を

し
て
き
て
い
る
。
犬
は
人
間
へ
の
信

頼
感
が
厚
い
の
に
対
し
、
猫
は
あ
る

面
で
は
独
立
し
た
生
き
方
を
す
る
が
、

ど
ち
ら
も
人
間
に
と
っ
て
は
、
家
族

の
一
員
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
い

る
家
庭
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

ほ
か
の
ペ
ッ
ト
も
、
特
色
あ
る
生
態
 

 
 

身
の
回
り
の
 

 
環
境
を
大
切
に
 

少年ポスター ６年最優秀賞 


